
AR（Augmented Reality：拡張現実）学習 その２ 

（R8.７.10） 

ビジネス情報科 3年生の課題研究（VBA 講座選択）では、身近で活用されているプログ

ラミングについても学習対象としています。その一つとして、AR（Augmented Reality：

拡張現実）を活用した学びを展開しています。 

今回は、「AR をどのような場面で活用できるか」をテーマに、アイデアスケッチを作成

し、それぞれの発想を具体的な形にしていきました。その後、アイデアスケッチをもとにプ

ログラミングを行い、オリジナルの AR作品を制作しました。 

生徒たちは、身近な課題の解決や学校生活をより便利で楽しいものにするためのアイデ

アを考え、試行錯誤を重ねながら、また、仲間と協力して原因を調べたり、改善方法を相談

したりしながら作品作りに取り組みました。創意工夫を凝らした作品には、生徒一人ひとり

の発想力や課題解決力が表れていました。 

完成した作品は、一人ひとりが全体の前で発表しました。生徒たちは、自分の作品の特徴

や工夫した点、苦労した点などを分かりやすく説明し、自信を持って発表する姿が見られま

した。また、発表を通してほかの生徒のアイデアに触れることで、AR 技術の多様な可能性

について理解を深めることができました。 

【授業の様子】 
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